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本日の目標

横浜市の行政区毎に
図書館の面積カバー率と
人口カバー率を求めます

図書館から半径1.5Kmを
カバー領域と定義
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面積カバー率 =
カバー領域の面積

総面積

人口カバー率 =
カバー領域の人口

総人口



用語
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メニューバー

マップキャンバスレイヤパネル

他のパネルは
使いません



作業手順①

神奈川県のシェープファイルから、
横浜市全域のシェープファイルを作成

4

シェープファイルは
ベクタ形式による
GISデータファイルの
標準フォーマット



作業手順②

横浜市の図書館一覧
（座標情報付きのCSVファイル）から、
図書館のカバー領域の
シェープファイルを作成
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作業手順③

①と②から、図書館の非カバー領域の
シェープファイルを作成
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作業手順④

行政区毎に、非カバー領域の面積と
総面積から面積カバー率を求める
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面積カバー率 =
総面積−非カバー領域の面積

総面積



作業手順⑤

人口メッシュのシェープファイル作成
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作業手順⑥

①と③と⑤から、横浜市全域と
非カバー領域の人口メッシュの
シェープファイルを作成

9 各点は、行政区域と人口を属性値に持つ



作業手順⑦

行政区毎に、非カバー領域の人口と
総人口から人口カバー率を求める
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人口カバー率 =
総人口−非カバー領域の人口

総人口



座標系（CRS）

11

赤道

子
午
線

球面座標系

平面上の
直交座標系へ
投影

「平面直角座標系」
（平成十四年国土交通省告示第九号）

19の系を定義
関東にはIX系を適用

歪みが生じる

http://www.gsi.go.jp/LAW/heimencho.html

「地理座標系」
緯度と経度（と高度）で表す

http://www.gsi.go.jp/LAW/heimencho.html
http://www.gsi.go.jp/LAW/heimencho.html


では、始めましょう
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青字のファイル名は事前に用意したファイル

赤字のファイル名は新たに作成するファイル



横浜市のシェープファイル作成

神奈川県のシェープファイル読み込み

ベクタレイヤ

N03-14_14_140401.shp

横浜市の抽出

フィルタ

シェープファイルの保存

Yokohama.shp

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS IX
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図書館のカバー領域の
シェープファイル作成

図書館一覧のCSVファイル読み込み

デリミテッドテキストレイヤ

YokohamaLib.csv

ベクタ形式に変換して保存

YokohamaLibShape.shp

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS IX

バッファの作成

ベクタ→空間演算ツール→バッファ

YokohamaLibBuf.shp
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図書館の非カバー領域の
シェープファイルを作成

ベクタ→空間演算ツール→差分

入力：Yokohama

差分：YokohamaLibBuf

出力：YokohamaNoLib.shp
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行政区毎の図書館の
面積カバー率の算出

GroupStatsプラグインで行政区毎の集計

総面積

非カバー領域の面積
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面積カバー率 =
総面積−非カバー領域の面積

総面積



人口メッシュの
シェープファイル作成①

シェープファイルとCSVファイルの結合

MESH05239.shp

tblT000609H52390.txt

mesh/MESH05239.shp

MESH05339.shp

tblT000609H53390.txt

mesh/MESH05339.shp
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人口メッシュの
シェープファイル作成②

複数のシェープファイルの結合

mesh/MESH05239.shp

mesh/MESH05339.shp

Mesh.shp

ポリゴンからポイントへの変換

Point.shp
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横浜市全域の人口メッシュの
シェープファイル作成

ベクタ→空間演算ツール→交差

入力：Point

交差：Yokohama

出力：YokohamaPop.shp
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非カバー領域の人口メッシュの
シェープファイル作成

ベクタ→空間演算ツール→交差

入力：Point

交差：YokohamaNoLib

出力：YokohamaNoLibPop.shp
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行政区毎の図書館の
人口カバー率の算出

GroupStatsプラグインで行政区毎の集計

総人口

非カバー領域の人口
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人口カバー率 =
総人口−非カバー領域の人口

総人口



ご清聴ありがとうございました
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midoriit.com

http://midoriit.com/

